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2. 業績 
川村光男は、マイクロ波電子管のための高集束電子銃および波長 1mm 以下の超高周波（サブ
ミリ波または超ミリ波帯）信号源・検出デバイスの先駆的研究を行った。マイクロ波電子管の
研究では、高集束比をもつ電子銃を考案・設計し、当時の最高レベルの電流密度 26.5A/cm2を
達成した[1]。サブミリ波信号源の研究では、波長 337µm の高出力 HCN ガスレーザ[2-4]や
波長 496µmの金属導波路型 CH3F ガスレーザ[5]を開発した。特に高出力HCNレーザの研究
では、共振器長 1mのコンパクトな構造を実現した。このレーザは、共振器長が同程度の従来
レーザよりも出力が一桁大きく（260mW-CW）、従来のレーザでこの出力を得るには 4～5倍

 
川村光男らによるコンパクト高出力HCNレーザ [4].      HCN レーザの出力 
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の共振器長が必要であったことから、特筆すべき成果であり、優れたミリ波・サブミリ波発振
デバイスを必要とした宇宙観測・核融合関係の研究者から大変歓迎された。また、発生と検出
は表裏一体の関係にあるとの考えから、超高周波検出デバイスについても先駆的な研究を行
った。サブミクロン寸法のブリッジ構造を有するプレーナー型マイクロブリッジ超伝導ジョ
セフソン素子を発案・実現し、ミリ波照射下の電流・電圧特性中に極めて高次のシャピロステ
ップを観測し、300GHz以上の信号検出が可能であることを示すという成果を上げた[6,7]。 

３．特記事項 
サブミリ波は、その後テラヘルツ波という新たなキーワードを与えられ、信号源・検出器は

もとより、危険物や化学物質の透過イメージングと分析、バイオ、医療、宇宙観測や大容量通
信など様々な応用を目指して研究が広く行われるようになっている。特に通信分野では、光フ
ァイバ通信とともに次世代に向けた超高速・大容量通信の研究が盛んに行われている。信号源
の研究は量子カスケードレーザやパラメトリックレーザ、あるいは種々のトランジスタやダ
イオードなどいろいろな構造・材料に拡大・移行して大幅なコンパクト化が進み、高出力化も
行われているが、波長 300µm（1THz）前後では上述のような高出力レベルのコンパクトな CW
信号源は 2023 年現時点ではまだ達成されていない。また、サブミリ波検出器も種々の構造・
材料が研究されるようになっているが、ジョセフソン素子は医療、宇宙観測、量子コンピュー
タなど様々な応用で不可欠のデバイスに育っている。 
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